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会社名 株式会社トリプルアイズ 
代表者名 代表取締役 山田雄一郎 
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トリプルアイズ 2025 年８月期第２四半期決算説明会
書き起こし公開のお知らせ 

2025 年 4 月 14 日に開催しました「2025 年８月期第２四半期決算説明会」につきまして、
書き起こし記事を公開いたしましたので、お知らせいたします。 

2025 年８月期第２四半期の決算概要、直近の取り組み、今後の成長戦略等についてご説
明しておりますので、株主・投資家の皆さまにおかれましては、ぜひご覧いただけますと幸
いです。 

本リリースに関するお問い合わせ先 
株式会社トリプルアイズ 
電話：03-3526-2201 
MAIL：info@3-ize.jp 

https://www.youtube.com/watch?v=onrNCiB8wo8


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社トリプルアイズ 

2025 年 8 月期第 2 四半期 決算説明会 

2025 年 4 月 14 日 

 

  



イベント概要 

 

[企業名] 株式会社トリプルアイズ   

[証券コード] 5026 

[イベント言語] JPN 

[イベント種類] 決算説明会   

[イベント名] 2025 年 8 月期第 2 四半期 決算説明会 

[決算期] 2025 年度 第 2 四半期   

[日程] 2025 年４月 14 日 

[時間] 19：00 – 19:40 

[開催場所] インターネット配信 

[登壇者] 3 名 代表取締役・山田雄一郎、取締役・桐原永叔、取締役 CFO・加藤慶 

 

  



□本日の概要 

 

山田雄一郎代表取締役（以下同） 

本日は、昨今の市場環境が大きく変化しておりますので、市場と当社の関係、そして第 2 四半

期の決算説明、事業の進捗の 3 点についてご説明させていただきます。 

 

  



□トリプルアイズグループサマリー 

 

上記がトリプルアイズグループを 1 枚で表すスライドです。 

AI プラットフォームの展開、レガシー産業領域への AI 実装、そして GPU サーバー事業の推進

という 3 つの戦略に、同規模以上の M&A の実施、資本業務提携、第三者割増資なども組み合

わせ、グループ全体で AI の社会実装を目指しております。 

事業セグメントにつきましては、AI ソリューション事業と GPU サーバー事業の 2 つがありま

す。左下にありますように、セグメント別売り上げの構成については AI ソリューション事業 8

割、GPU サーバー事業 2 割強という内訳になっております。 

業績についてご説明します。 

売上高は、2023 年 8 月期が 23 億円、24 年 8 月期が 44 億円、25 年 8 月期が 60 億円と、前年

比 1.4 倍になっております。 

EBITDA については、2023 年 8 月期がマイナス 2.7 億円、24 年 8 月期が 2.2 億円、そして 25

年 8 月期が 3.1 億円となっております。 

経常利益につきましては、2023 年 8 月期がマイナス 2.9 億円、24 年 8 月期が 0.4 億円、そし

て今期の予想で 0.9 億円、前期比で 2.1 倍となっております。 

当社グループは当社含めて 5 社ありまして、役職員 476 名で構成されています。 

 

  



□トランプ関税の影響と当社の優位性 

トランプ米国大統領の相互関税で市場は大きく動きました。当社グループにどう影響するのか

について関心がある方もいらっしゃるかと思います。 

国内 AI ベンチャー全体に言えることですが、クラウド料金も含めた輸入コストが嵩み、サプラ

イチェーン全体の負担増に直面する一方、輸入に頼らずに国産でやっている企業にとっては、

好機と捉えられる部分もあるのではないかと考えております。 

激しく変動する環境に対して、柔軟に対応できるかどうかということが成⾧の明暗を分けると

思っていますが、当社グループについては次の 4 点において優位性があると捉えています。 

1 つ目は日本企業の多くが、特に米国企業の AI プラットフォームを利用しているなか、当社は

独自の AI プラットフォームを保持しております。 

2 点目は GPU サーバー事業を営んでいることから、計算資源の調達リスクに強く、AI 開発か

らサーバーの提供まで垂直統合で実現できることです。自社グループ内で GPU サーバーを含

めたインフラ部隊を持っているのは、AI ベンチャー各社さんあるなかでも希少であり、強みで

あると認識しております。 

3 点目は今回の関税の問題で、やはり自動車業界が大きく影響を受けるわけですが、そのなか

においても、自動車製造におけるコスト最適化が重要になってきます。必ずしも価格転嫁がで

きないなかで、AI による設計業務の効率化が求められる時代になると考えており、この分野に

当社は先駆けて取り組んでおります。 

最後は企業文化です。上場以前も上場以後も逆境を乗り越え続けてきたのが当社であり、逆境

にこそ強みを発揮するのがトリプルアイズグループのアイデンティティだと考えております 

  



□グロース市場改革案に伴う当社のスタンス 

 

もう 1 つ大きな市場の変化がありました。東証の有識者会議で、2030 年までに時価総額 100

億円未満の企業について、東証市場からの退場、または合従連衡、M&A の推進を促す旨の提

言がありました。この提言は、グロース市場の魅力向上のためにも、非常に重要であると認識

しております。 

当社グループとしても、AI をはじめとするテクノロジーを推進すると同時に、M&A を積極的

に実現していくことが市場で選ばれていく理由になるのではないかと考えております。 

関税強化ということで株価調整局面に入っていますが、それは各企業でのバリエーション調整

が起きるということだと認識しており、当社が M&A を推進していくことについては追い風だ

と認識しております。 

現在、グロース市場の時価総額ランキングで、615 社中 204 番目ですが、こうした改革案が示

されるなかで、必ず成⾧してまいりますので、ご期待いただければと思っております。 

なぜ当社が成⾧を実現できるのか、改めて整理します。 

1 点目は有識者会議のペーパーでも書いてありましたけれども、グロースマインドを持ち続け

ることが会社の文化として染み渡っていることが、非常に大事なことだと改めて感じるところ

です。 

2 点目が、上場後 2 年半を経ての M&A の実績です。M&A を実行する上において、AI プラット

フォームを軸とした技術力があるというのが、当社の強みであると考えております。さらに売

り上げ 2.5 倍を実現しているように、スピード感を持って実行していくというところも強みで

あると認識しております。 

3 点目が、M&A を実行した後の業績改善と、PMI による事業シナジー効果を生み出しているこ



とです。 

4 点目は、資本政策を含めて、成⾧意欲を持ち続ける仕組みがあることです。ストックオプシ

ョンや第三者割当増資によって、事業と資本も含めて成⾧していこうという姿勢も非常に大事

にしております。 

次の M&A についてもソーシング活動を実施しておりますし、より良い M&A を実現していく

べく議論を重ねております。現時点で未決定の内容になりますが、国際会計基準 IFRS の導入

についても、のれん償却の観点で M&A の検討がいっそう柔軟になりますので検討しておりま

す。 

 

□売上は過去最高、経常利益は前期比 248％を達成 

 

続きまして、第 2 四半期の業績の説明に入っていきたいと思います。 

売上高は過去最高額となりまして、売上高、売上総利益も 130％程度の成⾧になっております。

経常利益につきましても、前期比 248％を達成しております。 

  



□連結前年同期比較 

 

こちらは連結前年同期比較の数字のご説明になります。 

売上高については 135.8％の成⾧、営業利益につきましては昨年マイナス 1000 万、そして今年

第 2 四半期時点でマイナス 2200 万で、通期計画については 1 億 1100 万となっております。 

EBITDA、経常利益、当期利益につきましては前年同期比大幅にアップしておりまして、進捗

率も好調に推移しているという状況であります。 

 

 



売上高につきましては特にエンジニアリングの好調によって大きく伸びています。 

AI ソリューション事業の AI インテグレーションの部分についても、特に生成 AI 関連案件の需

要増によって受注が拡大しております。 

AI プロダクトサブセグメントにおきましては、「アルろく for LINE WORKS」について、最大

手ディストリビューターさんとの販売提携などがあり、また、アプリディレクトリの登録も完

了し、さらにマーケティングが加速していくところです。 

エンジニアリングサブセグメントでは、トヨタグループさん向けを中心として安定的に推移し、

4 月以降、派遣の部分に関しての人員の単価が 10％増となり、人員減が相殺される形で同程度

での推移予定というところです。 

利益につきましては、AI インテグレーション単価も非常にアップしているところであります。

エンジニアリングについては、臨時賞与 3200 万円の支給を含めて、下期利益については上期

と比較して下落予定になっております。 

グループ全体の販管費では、1Q のところで本社移転の影響が出ていたのですが、今期以降は

その影響がほぼなくなっているというところです。 

GPU サーバー事業では、2Q において受注が拡大し非常に好調でありました。売上計上自体が

3 月にまとまっていることもありまして、3 月売上計上は保守売上げも含めて 2 億 3900 万円と

なります。 

また、保険解約返戻金 5600 万円を計上しましたが、暗号資産相場の変動により、暗号資産評

価益が 3100 万円に減少したこと等により、2Q 経常利益は赤字で着地。3 月単月としては、約

1 億円の営業利益の計上を見込んでおります。 

 

 

当期利益につきましては、賞与引当金の減少、そして本社移転に伴う退去費用の損金算入とい



うところで法人税調整額 5000 万円が生じております。 

こちらについては同時に適時開示を出しているというところであります。 

最後が通期計画に関しての進捗率というところでございます。 

営業利益 1 億 1100 万円に対してマイナス 2200 万円ということで、ここがビハインドになって

いますが、先ほど申し上げましたように、3 月の GPU サーバー事業の売り上げ・利益ともに向

上しているというところで、現時点による予算修正は行わない想定です。 

また、営業外のところにつきましては、暗号資産相場の変動性もありますので、そちらについ

ての予算修正も行わないとしております。 

 

□事業別前年同期比較 

 

AI ソリューション事業については非常に好調、GPU サーバー事業については、第 2 四半期で

ビハインドというところですが、3 月に挽回しているところです。 

 

  



□売上高前期比 70％増、EBITDA は 3 倍以上に増加 

 

AI ソリューション事業については非常に好調です。グラフを見ていただくとわかりますけれど

も、特に右側のところで大幅に利益水準が改善しているところでございます。 

 

□各事業が順調にオーガニック成⾧ 

 



ゲームカードジョイコホールディングスさんとの資本業務提携に伴う案件が非常に好調に推移

しております。 

生成 AI 関連の開発需要の増加に伴い、RAG の開発、行動分析 AI など幅広く対応しているとこ

ろであります。 

また業種特化、ドメイン特化というところで、医薬品卸向け、特に後発医薬中心ですが、パッ

ケージソフトの PRISM に関しての販売事業が大きく広がっています。 

 

□2Q は需要拡大し、3 月売上／営業利益が増加 

 

GPU サーバー事業については、売上高は、前年上期、下期、今回の上期というところで下落し

ているところが見て取れるかと思います。そういったなかで、3 月の単月の利益 1 億円を加味

して、改めて 3Q を含めて見ていただけたらと思っております。 

具体的なところでいきますと、GPU サーバー for AI 事業につきましては、研究開発、実証実験

を推し進めているというところです。 

また、前回の四半期の決算でもご説明しましたが、一部顧客の税制措置の適用範囲が変更され

るということで、3Q 以降の販売に影響が見込まれるところで、その対応として GPU サーバー 

for AI 事業に日々注力しているところです。 

 

  



□純資産比率が 35.4%に上昇し財務体質が大きく改善 

 

財務体質につきましては、第 1 四半期と大きく変更はございませんが、23 年 8 月からの比較で

すと、大きく改善しているところが見て取れ得るかと思います。 

 

 

ここからは、会社概要、市場環境、競争優位性、成⾧戦略について、変更した部分のみをかい

つまんでご説明させていただきます。 

  



□プライム企業への拡大と事業領域の広がり 

 

今回、主要取引先企業のロゴ掲載につきましてアップデートしております。 

プライム企業さんとの取り引きが広がっているというところと、事業領域の広がりに着目して

いただければと思います。例えば、医療・医薬品、食品卸、エンターテインメントといったと

ころについての取り引きがさらに広がっております。 

また、建設機械、情報機器・通信機器の領域で大手企業様の導入が進んでいます。 

  



□AI インフラ市場の現状と今後の展望 

 

市場環境が大きく変動していますので、アップデートしております。 

日本では、ソフトバンクさんをはじめとして、大きな投資合戦が始まっており、それに伴い、

市場規模が拡大し、エネルギー需要も非常に膨大になっていくと理解しております。 

そういったなかで、日本の IT 産業の勝ち筋について考えていくと、産業ごとの業務知識、ドメ

イン知識に根差した小粒 AI を活用しネットワーク化していく、集合化していくことが重要であ

ろうと考えます。規模の経済に頼らないでスケーラビリティを実現していくことが、日本の AI

企業の強みになっていくと認識しております。 

 

  



 

□国内最大級の IT ディストリビューターと販売提携 

 

AI プロダクトの展開についてですが、SBC&S さん、ダイワボウ情報システムさんといった日

本有数の大規模ディストリビューターさんとの連携も始まりました。こうした大手デスピリュ

ーターさんに展開していただくにあたり、機能もしっかりアップデートして、より使いやすい

商品にしていくということも同時に進めているところでございます。 

  



□AI の業務実装ニーズを取り込む AI ラボ 

 

AI プラットフォーム展開の一部として AI ラボのサービスが広がりを見せています。 

 

□DX が加速する製造業での AI ラボ事例 

 

製造業分野において AI ラボのサービスが広がっております。 



左は、RAG を活用して自社の製品の問い合わせ業務をより効率化していくという事例です。既

存の LLM では引き出せないドメインデータや専門用語もしっかり引き出せるように、チュー

ニングしていくという案件でした。 

右側は、設計図面から見積もりを自動生成する事例です。過去の修正履歴から設計書の間違い

を指摘したり、製品同士を組み合わせるなど、作業の効率化につながるお手伝いをしています。 

 

左側は食品工場での事例です。衛生管理に関しては、ちょっとしたインシデントも非常に大き

なニュースになってしまうというリスクがあるなかで、顔認証とセンサーの連動でより効率的

にできないかというニーズに対応した内容になっております。 

右側については、人手不足という背景があるなかで、いかに生産ラインを効率的に設計してい

けばいいのかについて、AI で分析してほしいというご要望に応えた事例です。 

  



□多くの業種に広がる AI 導入実績 

 

左については、本当に幅広い業種の企業さんから、生成 AI 導入についてのサポートのご依頼を

受けています。生成 AI の機能もどんどんアップデートされていますので、それをいかに使いこ

なすかというところに苦慮されているようで、当社への問い合わせも増えています。 

右は不動産物件の営業業務を、AI で効率化できないかというご要望にお応えした案件です。 

 

 

さまざまな業種で AI を活用していただいていますが、活用目的としては、左のような効率化で



あったり、真ん中のような付加価値を提供していくであったり、右のようなセキュアな環境で

AI を活用したいであったりと、幅広いニーズが存在することがわかるかと思います。 

 

 

左は、アプリを提供する会社さんの事例ですが、画像による植物判定において大幅な精度改善

に貢献いたしました。 

また生花市場の販売予測においても AI によってトレンド解析と出荷量の関係を可視化して、販

促をデータからサポートしています。 

右は、倉庫内での無人搬送車の経路最適化を AI によって解析するという PoC の事例です。 

  



□資本業務提携や M&A を駆使したレガシー産業領域への AI 実装 

 

ここまで AI ラボの事例を共有いたしましたが、さらにビジネスを深めていく取引先については、

資本も絡めてより一歩近づいた関係も選択肢に入れつつ、AI 実装を推進しているところであり

ます。 

 

ご説明は以上となります。 


